
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
整
備

○
Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
周
辺
地
区
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

平
成
十
年
度
よ
り
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
橋
上
駅
舎
が
完
成
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
、
札
幌
市
が
整
備
を
進
め
て
き

た
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由
通
路
も
完
成

し
ま
す
。
ま
た
、
手
稲
駅
南
口
と
二
十

四
軒
・
手
稲
通
を
横
断
し
、
隣
接
の
再

開
発
ビ
ル
に
接
続
す
る
空
中
歩
廊
も
年

内
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

○
知
的
障
害
者
授
産
施
設
が
建
設

さ
れ
ま
す
。

一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困

難
な
知
的
障
害
者
の
職
業
訓
練
、
自
立

訓
練
の
場
と
し
て
、
曙
十
一
条
一
丁
目

に
通
所
型
授
産
施
設
（
地
域
交
流
ホ
ー

ム
併
設
）
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す

（
定
員
三
十
人
）。
年
内
の
完
成
を
目
指

し
て
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
市
営
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

山
口
団
地
内
（
曙
十
一
条
一
丁
目
）

に
車
い
す
用
、
高
齢
者
単
身
用
な
ど
を

含
む
二
十
四
戸
（
一
棟
三
階
建
）
を
建

設
し
ま
す
。

○
ミ
ニ
児
童
会
館
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

星
置
東
小
学
校
（
星
置
二
条
一
丁

目
）
の
余
裕
教
室
な
ど
を
活
用
し
、
児

童
が
放
課
後
を
過
ご
せ
る
施
設
と
し
て

ミ
ニ
児
童
会
館
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

・
富
丘
通
は
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
と
の
立
体

交
差
下
部
の
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、

拡
幅
整
備
や
新
川
に
架
か
る
橋
梁
（
仮

称
〜
新
川
富
丘
通
橋
）
新
設
に
向
け
て

の
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

・
新
発
寒
通
、
稲
山
通
、
西
宮
の
沢
・

新
発
寒
通
、
鉄
工
団
地
通
の
用
地
取
得

を
行
い
ま
す
。

○
う
る
お
い
と
憩
い
の
水
辺
空
間

を
つ
く
り
ま
す
。

河
川
の
治
水
整
備
を
行
い
ま
す
。

か
ん
き
ょ

・
手
稲
土
功
川
（
鉄
道
橋
、
函
渠
、

用
地
補
償
）

・
東
濁
川
（
護
岸
工
、
用
地
補
償
）

・
富
丘
川
（
護
岸
工
）

・
ア
カ
シ
ア
川
（
護
岸
工
）

○
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

富
丘
西
地
区
と
西
宮
の
沢
地
区
の
土

地
区
画
整
理
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
。
今
年
度
は
道
路
整
備
、
上
下
水

道
敷
設
を
行
い
ま
す
。

心かよう私たちのふるさとていね
～平成１４年度主要事業紹介～

▲建設が進む富丘通のＪＲ函館本
線との立体交差部分

手稲区では「ていねっていいね」と言えるまちづくりを目指し、区

民の皆さんと力を合わせてさまざまな事業を展開しています。今月

はそうした取り組みのうち、主なものを紹介します。

▲新しい手稲のシンボルとなるＪＲ手稲駅と自由通路「あいくる」
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